第２９回恵寿友会関東支部ＰＣ教室


２０１４年４月２６日
1． タブレットとは
ノートＰＣとスマホの中間的デバイス。
ノートＰＣとスマートフォンのいいとこ取りを目指したデジタル機器がタブレット。
両者のメリットを全て取り込むことは難しいので、携帯性とバッテリーの持ちを優先した結果、処理能力やテキスト入力のしやすさなどを犠牲にした面がある。
2． タブレットの種類
画面サイズ

１０インチ（ノートＰＣに近いサイズ）


持ち歩きにくいので家庭内での利用に向いている

８インチ（Windowsタブレットで人気）


中間的サイズで最近機種が増えている

７インチ（毎日持ち歩いて快適）


Ａ５判に近いサイズで携帯が可能


画面が小さいのでオフィスアプリや動画編集には不向き
ピュア―タブレットとハイブリッド/２ｉｎ１

ピュア―タブレット


iPadやネクサス７に代表される「大きなスマートフォーン」

ハイブリッド機/２ｉｎ１


ノートＰＣ並みの本格的なキーボードを取り外しできる機能を


有し、タブレットにもパソコンにもなる機種
3． ＯＳ（基本ソフト）
現在販売されているタブレットをソフトウェアーや利用できるアプリで分けると「iPad」「アンドロイド」「Windows」「キンドル　ファイア」の４種類に大別される。
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Amazon
アプリストア

	アーキテクチャ
	ＡＲＭ系
	ＡＲＭ系/X86系
	X86系
	ＡＲＭ系
	ＡＲＭ系

	パソコンソフト
	動作しない
	動作しない
	Windowsソフトが動作する
	動作しない
	動作しない

	スマホアプリ
	iPoneアプリが動作する
	Androidアプリが動作する
	動作しない
	動作しない
	AmazonｱﾌﾟﾘｽﾄｱにあるAndroid端末用ｱﾌﾟﾘのみ

	特徴
	アップルがＯＳと端末の両方を手掛ける。その為、ＯＳや各種アプリを端末に最適化しやすく、使い勝手が良い。iOSはiPhoneを採用するので、13年秋に公開された「iOS7」ではデザインが一新された。

	OSであるAndroidはグーグルが開発し無料で配布、多数のパソコンや携帯電話メーカーが端末を開発しており、ローエンド機種からハイエンド機種まで幅広い端末が揃う。シェアは業界でNo.1.。

	パソコンで動くWindowsと同じOS.マイクロソフトOfficeをはじめ、パソコン用の各種ソフトをそのまま使用することができる。タブレットの使い勝手はiOSやAndroidに劣る点が欠点である。
	パソコン用の「X86系」CPUでなく、スマホ・タブレットで主流の「ARM
系」のCPUで動作する特別なWindows8。その為、パソコン用のソフトは一切動かない。但し、RT用のOfficeは付属する。
	技術的には、Androidをベースに開発されてるが、アプリストアや画面デザインは、Fire  OS独自のもの、Androidと共通するアプリも多いが、アプリの数はiOSやAndroidより少ない。


4． タブレットの選び方
1 画面サイズと重さで選ぶ
携帯性の7インチ　操作のし易い10インチ　　
持ち運びするなら重さと厚みを両方チェック


7ｲﾝﾁﾀﾌﾞﾚｯﾄ （250g～288g）（7.2mm～8.5mm）


10ｲﾝﾁﾀﾌﾞﾚｯﾄ（468g～540g）（7.2mm～8.5mm）

ディスプレイのアスペクト比も重要だ


アスペクト比とは、長辺と短辺の比率


4:3
動画の再生では上下に余白が残る



電子書籍では実際の本に近い文字数でバランス良い


16:10
動画の再生では余白が少なく画面全体に表示される



電子書籍では一行当たりの文字数が少なくｱﾝﾊﾞﾗﾝｽ
2 用途で選ぶタブレット

レコーダーに保存したテレビ番組を視聴したい


レコーダーがDLNA対応で、タブレットがDTCP-IP対応

キッチンやお風呂でタブレットを使いたい


「防水」性を備えた機種

子供にタブレットを使わせたい


「ペアレンタルコントロール」を備えたタブレット

電子書籍を楽しみたい


よく読むコンテンツにあわせて端末を選ぶ


7インチタブレットは1頁単位で読むには適しているものの、
見開きでは読みにくい。
アスペクト比も検討しよう

動画を楽しみたい


ディスプレイが重要だ


購入前に手に取って確認する


斜め上から見下ろすように使うことも多いので、視野角も大切
3 ワイヤレス機能で選ぶ
タブレットをインターネットにつなぐには？


Wi-Fiとデータ通信(3G/LTE)の２パターンがある


Wi-Fi接続には、無線LANルータ、公衆無線LSNサービス、


モバイルWi-Fiルータ、デザリングの４方法がある


データ通信はau,docomo,SoftBankの携帯電話回線を利用する

　無線LAN(Wi-Fi)の規格を知る


規格名

最大通信速度
周波数帯
802.11a
54Mbps
5GHz


802.11b
11Mbps
2.4GHz


802.11g
54Mbps
2.4GHz


802.11n
450Mbps
2.4/5GHz


802.11ac
600Mbps
2.4/5GHz

　タブレットは５GHｚ帯に対応した機種を選べ


5GHz帯の無線LANは、他のワイヤレス機器との干渉に強く
安定して通信できるメリットがある

　ブルートゥースを使う


タブレットに様々な周辺機器をワイヤレスで接続したり、


スマートフォンやパソコンとデータのやり取りする近距離無線
技術です

　アンドロイドで普及するNFC


ブルートゥース同様の近距離無線技術「NFC」搭載のﾀﾌﾞﾚｯﾄが


増えてきた


NFCの特徴は「かざすだけで」使える


端末同士や、対応するデジカメをタブレットにかざすと、


ファイルのやり取りが可能
4 屋外でのネット接続で選ぶ
　Wi-Fiモデル3G/LTEモデルのどちらを選ぶべきか
　　Wi-Fiモデル

本体価格が安い　通信費は基本タダ　無線LANルータが必用

屋外での通信はできない（モバイルWi-Fiルータや公衆無線
LANサービス、デザリングで使用可能）
３G/LTEモデル

何時でも何処でも接続可能　Wi-Fiでの接続もOK

月額料金がかかる　高速通信では通信量制限がある
各携帯電話キャリアのLTEモデルをチェック
5． スマホの復旧　Gmail浸透
スマートフォンの普及で携帯電話会社が提供する「キャリアメール」の
影が薄くなり、代わりに無料メールサービス「Gmail」などが浸透
「LINE」などのメール以外でのコミュニケーションの普及
6． 価格差
メモリー容量
16～128GB
通信機能　
Wi-Fi　キャリアが提供するセルラー
ブランド

7． 今買えるタブレット
最新タブレットの注目機種(Wi-Fiモデル)
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通信会社と契約するタブレットの料金例
	製品名【ﾒｰｶｰ】
画面サイズ
	iPad Air【ｱｯﾌﾟﾙ】----------------9.7ｲﾝﾁ
iPad mini Retinaﾃﾞｽﾌﾟﾚｲﾓﾃﾞﾙ
【ｱｯﾌﾟﾙ】---------------------------7.9ｲﾝﾁ
	ARROWS Tab F-02F【富士通】
(10.1ｲﾝﾁ)

	通信会社
	ｿﾌﾄﾊﾞﾝｸ
	au
	NTTﾄﾞｺﾓ

	ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ基本使用料/月
	315円
	315円
	315円

	定額ﾊﾟｹｯﾄ通信費/月
	5,460円
(3年目以降5,985円)
	5,460円
(3年目以降5,985円)
	5,985円

	実質負担端末代金
(24回分割）/月
	容量　　　　　Air        mini Retna
16GB------------280円           0円
32GB------------680円         300円
64GB----------1060円         700円
128GB--------1445円        1100円
	64G B----805円

	月額合計
	64GB----------6835円　      6475円
	64G B----7105円

	主な割引サービス
	「ｽﾏﾎBB割」で最大２年間1480円/月割引
	「auｽﾏｰﾄﾊﾞﾘｭｰ」で最大2年間1480円/月。以降は980円/月割引
	「ﾌﾟﾗｽXi割ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ」でXiｽﾏｰﾄﾌｫﾝ所有なら25ヵ月間3005円/月割引


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
iPadAir【アップル】


\48,300  \51,800  \61,800


9.7ｲﾝﾁ


iOS


240x169.5x7.5㍉


469㌘





Xperia  Z Ultra【ソニー】


\42,800  \47,800  \51,800


6.4ｲﾝﾁ


Android  4.2


179x92x6.5㍉


212㌘





Kindle  Fire HDX 8.9 【ｱﾏｿﾞﾝ】


\15,800  \24,800  \39,800


8.9ｲﾝﾁ


Kindle Fire OS 3.0/「MOJITO」


231x258x7.8㍉


374㌘





SurfacePro2


\99,800  \102,650


10.6ｲﾝﾁ


Windows 8.1Pro


275x173x13.5㍉


907㌘
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